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出前講座報告書 

実施日時 2021 年 2 月 26 日 

 10：00～11：00 

主催者名 追子野木町会婦人会 

講師名 大川誠也 会場名 追子野木会館 

テーマ 家庭でできるコロナ対策とワクチンについて 

参加人数     15 人 報告者 大川誠也 

《質問された内容など》 

【講座内容】 

○家庭でできるコロナウイルス対策について、消毒するべき場所としてドアノブ、スイッチなど複数の人が

触る場所を消毒用アルコール（60%以上の濃度）か次亜塩素酸ナトリウム（0.05％以上の濃度）でこまめに

拭くことが重要。また発熱者が家族にいた場合は動線を分けて、個室で休養してもらう。 

ウレタンマスクと不織布マスクの違い。 

基本的な事項の再確認として、できるだけ人ゴミは避ける、人と距離をとる。うがい手洗いを念入りに。特

に手洗い方法を説明。 

ワクチンについては、接種を強く勧めました。アナフィラキシーショックの説明と治療法。アレルギー体質の

方はワクチンを受けられないという偽情報の紹介、副作用発生率、接種方法や優先接種の順番やおおよ

その接種時期などについても説明しました。 

 

【質問内容、感想等】 

○スーパーなどに置いてある消毒液は効果があるのか？ 

 

コロナウイルスに関する質問は他になく、それ以外に睡眠薬を飲んでいればボケるのかといった

ことや、薬剤師には医師と患者の橋渡しをしてほしいなど意見がありました。 

黒石薬局を利用してくれている方からは、薬を一つ減らすキッカケを作ってくれた。どこの病院

でも黒石薬局に処方箋をもっていっているなど発言もありました。 

〇アンケート結果 

とても役に立った 12 名 

役に立った 1名 

普通 1名 

感想：説明が分かりやすく、知りたいことが分かった。 

ワクチンを受けることに決めました。 

非常に勉強になりました。 

参加してよかったです。ありがとうございました。 

他人に感染させない為にも、自分が一番注意をする必要があるということが大事である。 

手洗い等、役に立ちました。 

ワクチンのお話を聞いて、聞く前は打たない方がよいと思っていたけど、自分は 

注射します。 

気をゆるめずに予防したいと思います。 

ちょっと頭がついていけないかも？ 
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要望：他の薬局で、薬の多剤服用が多くなっている。 

医薬分離とはいいますが、薬剤師の○○（読めません）がもっと強くなって欲しい。 

〇講座前後の変化 

Q1、ウイルスに抗生物質は効果がある 

正解、講座前６⇒10 

Q2、不織布が一番ウイルスの吸い込み予防効果がある 

正解、講座前 13⇒14 

Q3、コロナに感染しているかどうかは PCR 検査でわかる 

正解、講座前 2⇒1 

Q4、コロナウイルスワクチンはサバアレルギーなどのアレルギーがある人は受けない方がいい 

正解、講座前 10⇒12 

Q5、コロナワクチンを打ちたいと思うか。 

講座前 12⇒13 

Q3 以外は講座に参加することで、正しい知識を持つことができたと思われる。Q3 については早す

ぎる PCR 検査では十分なウイルス量が確保できず陰性になる場合があるためという説明をもう少

し強調すればよかったと反省した。今回の講演を聞いてワクチンを打ちたいと思う方が 1 人でも

増えたのは良かったと思う。 

《気づいたことや今後の教訓など》 

ちとせの隣の町会ですが、婦人会の会長さんとも仲良くしてもらっており、昨年に引き続き呼んでいただき

ました。追子野木町会でも処方箋を黒石薬局に持って来てくれる方は多くいらっしゃることから今後、健康

教室をちとせだけではなく、追子野木、浅瀬石の 3 か所を 3～4 か月ごとに回して開催するなども新たな

処方箋獲得方法として有効化もしれないと感じた。 

今回もスライドを１から自宅に帰って作成しました。業務時間内にスライド作成の時間を捻出することは難

しく、他の職員はどうなっているのかと疑問です。また出前講座で講演する薬剤師の偏りも見られます。そ

の是正をしていただきたいです。 

※今回のアンケートで学術論文に利用するため、データや写真等の活用をしてもいいか同意の有無につ

いて確認したが、半数が同意しなかった。今後の同意を得る方法についても検討が必要。 

  


